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2024年 3月 15日（金） 

■会長／山田 文雄  ■副幹事／宮坂 康弘 

◆司会＝玉本広人会員 

◆ゲストビジター＝玉本祥大諏訪ローターアクトクラブ会長 

◆会長告知・山田文雄君＝暫く重い話題が続きましたので、今

日は一旦ライトなものに戻ります。 

ロータリーソングについて、新入会員がどう思っているのか

は興味のあるところです。2009 年の「ロータリーの友」に入

会 3 年未満の新入会員何人かの意見や感想がありました。以

下引用します。 

始めに、ロータリーソングはロータリー精神の集約だという

意見から 

①ロータリーソングのなかでも、特に『奉仕の理想』は、ロー

タリーの精神そのものを示す理想的な歌詞と感ずる。「望むは

世界の久遠の平和 めぐる歯車いや輝きて」の一節には、私た

ち一人ひとりは微力でも、一人ひとりの奉仕の気持ちの積み

重ねが平和に繋がるとの思いが込められている。 

②奉仕・生業・平和などの歌詞は、ロータリーの理念を再認識

させる。特に「作る友の輪」のフレーズは、私たちを一層結び

つけ、仲間意識を強くさせ、「それでこそロータリー」の究極

の精神に繋がる。 

③ロータリーソングに初めて接したとき、古めかしく、文語

調・軍楽調の校歌のように感じた。数十年も歌い継がれ、「そ

ろそろ新しい歌を」という声が上がるのは想像に難くない。し

かし、私は今の歌をこれからも守り、歌い続けるべきと考える。

何でも新しい方がいいのではない。例会場に皆が集い、歌い、

声が響く。響くのはその瞬間だけではなく、歌い終わっても各

人の心のなかにロータリーソングは響き続ける。奉仕の精神

が木霊する。それが 1935年以来続いており、簡単に捨てられ

るものではない。 

④ロータリーソングには、「奉仕」、「平和」、「輪」といった言

葉がよく出てくる。特に『我等の生業』は、毎週斉唱するにつ

れ、その歌詞の意味が、人間社会に属する一員として極めて基

本的な考え方、あるべき姿が表されている。この歌詞そのもの

がロータリーの基本的思想であり、存在意義であると思う。 

⑤改めて「ロータリーとは？」と考えたとき、その重要なヒン

トはロータリーソングにあった。どこで会っても、ロータリア

ンは、笑顔と友情、平和、奉仕、世界、世のため、理想…。ロ

ータリーソングの内容を全うできれば、本物のロータリアン

になれる日は近いのであろう。 

⑥『奉仕の理想」『我等の生業』は私たちの「役割・使命」を、

『それでこそロータリー』『手に手つないで』は私たちの「行

動様式」を、簡潔に表す。一つひとつの歌詞を大切にし、自身

の糧にと思う。 

一方、入会したばかりの頃、ロータリーソングへの戸惑いの意

見もあります。 

⑦例会で皆が歌うのを初めて聞いた時、「いい大人が歌なんか

歌って、変わっている」という印象を受けた。最初のころは恥

ずかしくてほとんど歌えなかった。周りの方々が大きな声で

自信をもって歌っている姿を見て、恥ずかしがっている事が

おかしいと気づいた。 

⑧当初、ロータリーとはどのような人の集まりなのか、私は何

をしたら良いのか、何もかも判らなかった。加えて、例会の冒

頭に 2～3曲の歌唱があり、何のために歌うのか戸惑い、歌詞

を覚える事もままならず、毎回掲示されている歌詞を見なが

ら歌う状況が少なくとも 1年続いた。 

⑨入会が決まり、初めて参加した例会が年度末の懇親会であ

った。その最後に、参加者全員が『手に手つないで』を大合唱

した。赤・青・緑の襷を肩から掛けた人もいる。新興の宗教団

体の集まりのようで、一瞬、背筋が寒くなり、逃げ出したい、

と思った。 

今日の会長告知は以上とします。 

◆幹事報告＝特にはございません。  

◆アクト合同例会●玉本祥大ローターアクトクラブ会長＝本

日はお時間を頂きましてありがとうございます。諏訪ロータ

ーアクトクラブの活動報告をいたします。まず、今年度のク

ラブテーマは『MOVE ON！！』と致しました。コロナも終息

してきた中で、行動を起こし動き出すという意味合いを込

め、このようなテーマを設定いたしました。 

続いて、通常例会について

ご報告いたします。通常例

会は、月２回程行っており

ます。形は会議であった

り、ゴミ拾いであったり、

多種多様な内容となってい

ます。もともとは金曜日を

例会日としていましたが、

会員の勤務形態もあり、多く集まれる日を例会日として設定

するなど工夫し、例会を開催しております。 

次に、会長・幹事会についてご説明いたします。年 4回行わ

れる会長・幹事会ですが、今年度は松本・上田・飯田・諏訪

の 4クラブが持ち回りでホストとなって開催しております。

今までは ZOOMを利用し、行っておりましたが、対面で行う

ことができるようになり、活発に意見交換ができるようにな

りました。また、地区交流会を 2600地区で行いました。新

人アクターや米山奨学生も参加し、ローターアクトクラブへ

の理解を深める機会となりました。 

続きまして、諏訪湖ロータリークラブ・諏訪ロータリークラ

ブとの合同行事であるの諏訪湖清掃についてです。当日は雨

天で中止となってしまったため、ゴミ拾いは、ローターアク

トクラブのみで実施しました。雨天であったせいか、前回よ

りもゴミが少なかったと思います。 

次にアクターミーティングについてご紹介いたします。アク

ターミーティングは、ローターアクタークラブにおいて、と

ても大切な行事となっており、講師の方を招き、講演等を行

って頂き、そのテーマにおいてグループワークを行い、発表

するということを地区全体でおこなっております。今年度の

テーマですが、LGBTQ・性の多様性を理解しようということ

で、講師を招き、講演をしていただきました。 

続いて、能登半島地震の災害支援についてです。1月 1日に

発生した地震ですが、甚大な被害があり、復興・復旧作業が

今もなお続いております。石川県にもローターアクトクラブ

があり、被災したアクターもいます。地震発生から 3日後

に、私が以前地区代表を務めた際の石川県の同期のアクター



から直接連絡があり、物資が不足しているので近くまで物資

を運んで欲しい、との依頼をもらいました。連絡をもらった

日に、私ともうひとりの 2名で現地からの要望があったブル

ーシートを運ぶことにし、ブルーシートを 80枚購入。それ

を石川県と富山県の境にあるサービスエリアまで運搬し、石

川のアクターと合流、物資の受け渡しをしました。後日、石

川のアクターから連絡をもらい、運搬した物資が被災地で役

に立ったとのお礼の連絡をいただきました。 

最後になりましたが、2600地区のローターアクトクラブの現

状についてお話します。現在、総数は 22名ですが、実働と

なると 10名を切っている状況にあります。また、松本と上

田のローターアクトクラブは、人員減少のため、来期は休会

予定です。このままでいくと飯田・諏訪の２クラブでの運営

をしていくことになってしまいます。今後のローターアクト

クラブのあり方について、地区全体で話し合いをしています

が、なかなか具体的な解決策が見いだせずにおります。ロー

タリアンの皆様には、会員増強のお力添えをお願いできれば

と思います。ご清聴ありがとうございました 

 

◆夜間例会 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

◆今後の例会日程 

 

3/29(金) クラブフォーラム（卓話） 

4/5(金) クラブフォーラム（会員卓話） 

4/12(金) 家族例会（お花見例会） 

4/19(金) クラブフォーラム（会員卓話） 

4/26(金) クラブフォーラム（会員卓話） 


